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1.は じめに

 本論の目的 は、前置詞byの 用法、特に具体的な空間内で場所 を示すための用法を記述することに

よって、byの 本質的な意味に接近することである。前置詞 は、多義語の中で もとりわけ多 くの意義

を持つ語 と見なされている。辞典 においては、前置詞の意味 は、多 くの意義 （または用法）に分割

されて、個々の意義 ごとに定義 と例文が与えられているのが普通である。byも 他の前置詞 と同様 に、

細分化された意義の集合 として辞典に記 されている。も ちろん、辞典の中には、語義を使用頻度の

順 に列挙する ものばか りでな く、中心的意義 と派生的意義の関係を示 しなが ら記述する もの もあ

る1。しかし、語の多様 な用法の間の関係を正確 に捉えて表現することは難 しい。この論文 は、byの

様々な使用法 を統一的に理解するための準備 として、byの 基本をなす図式的意義を捉 えることを目

的とする。

 この研究 は、前置詞の意味構造一般に関する理解 と個々の前置詞の意味の理解を目指す試みの1

つである。前置詞の意味 は、他の言語表現の意味 と同様 に、基礎的な概念構造の中の一部分 を指 し

示す ことによって成立す る。前置詞の場合には、各前置詞が特定の構造 をなす空間を選択 し、その

中に区域 または方向を指定することによって意味が構成 される。先行研究 においては、 この方式に

よって、aboveとover、 forとtoな どの記述 を行った。ここで取 り上 げるbyの 意味も、この一般的

形式に従って記述することになる2。

 byの 意味を理解するためには、nearと 比べることが近道であると思われる。byの 意味はnearの

意味に似ているので、byの 空間的意味の定義の中にnearが 用いられるほどである。本論では、BBC

Newsを 資料 として検索サイ トGoogleに よって得た使用例 に基づいて、byとnearを 比較する。さ

らに、記述 した相違を基 にして、2つ の前置詞の意味構造を仮定する。

2.byとnearの 使用例

 ある前置詞の意味を理解するためには、その前置詞が物理的空間内の位置や方向を表す事例か ら

観察 し始 めるのがよいと思われる。ここで物理的空間 と呼ぶものは、話者が見た り触れた り身体を

動かした りすることによって感覚 を通 して確認できる空間のことであると解釈 してお こう。 このよ

うな空間内であれば、話者は前置詞が示す位置や方向を具体的に認識できるので、その認識 を記述

す ることが前置詞の基本的意味の把握につながる。 また、意味を理解する上でもうひ とつの重要な

ことは、その前置詞によく似た意味を持つ別の前置詞 と比較 してみることである。類似 した ものを

比べてみれば、それ までは漠然 としていた ことが、2つ のものの類似点 と相違点 となって明瞭に浮



か び 上 が っ て くる の で あ る。 し た が っ て 、本 節 で は 、byの 意 味 を理 解 す る た め に、物 理 的 空 間 内 の

用 法 を取 り上 げ て、 よ く似 た前 置 詞nearの 使 用 法 と比 較 す る こ とか ら考 察 を始 め よ う。

 前 置 詞byとnearに は 、 興 味 深 い 相 違 が あ る こ と をLindstromberg（1997:141-142） が述 べ て い

る。彼 は、 （1a-b）の文 がbyとnearの どち ら を用 い て も ほ ぼ 同 じ内 容 で あ る と言 っ た 後 で 、2つ の

前 置 詞 の 相 違 を指 摘 す る。第 一 点 は、byが 主 に 水 平 面 上 の近 接 性 を表 す の に対 して 、 nearが 垂 直 軸

上 の近 接 性 まで も表 し う る とい う こ とで あ る。 た と え ば 、 鷹 が ウ サ ギ の 巣 の す ぐ上 を 飛 ん で い る と

き、 距 離 が 近 けれ ばnearを 用 い て （2）の よ う に言 う こ とが で き る とい う。

(1) a. She's standing by / near that tree over there. 
   b. Go stand by / near that tree over there. 

(2) While the eagle was near, the rabbit stayed in its hole.

第 二 に 、 （3）の 移 動 の 表 現go by the windowに は二 通 りの 解 釈 が あ るの に対 して 、 go near the

windowに は窓 辺 を到 着 点 とす る一 通 りの 解 釈 しか な い とい う。go by the windowの 場 合 、状 況 に

よ っ て 、 窓 辺 を 通 過 して ど こか 別 の所 に行 く と解 す る こ と も、 窓 辺 が 到 着 点 とな る よ う に解 す る と

もで き、 特 に到 着 点 の解 釈 は 、 そ の後 にand stay there（at least for a while） と言 え ば明 瞭 とな

る とい う。 こ の第 二 の 点 に つ い て は、 第3節 で 論 じ る こ と とす る。

(3) I want to go by / near the window.

 第 一 の相 違 点 、す な わ ちnearが 垂 直 軸 上 の近 接 性 も表 現 で き る の に対 して 、byは 水 平 面 上 の 関 係

の み に 限定 され る こ と は、 使 用 例 の 観 察 に よ っ て も推 察 で き る 。 た と え ば 、 （4）の よ うにnearを 用

い たnear the sea floorとnear the bottom of the tableと い う例 は見 られ る け れ ど も、 nearの 代

わ りにbyを 用 い た ＊by the sea floorや ＊by the bottom of the tableの 使 用 例 は見 出 せ な い 。 〈海

底 の 近 く〉と 〈図 表 の最 低 値 の 近 く〉を表 して い る の は、byで は な くnearで あ る。 こ の こ とは 、 垂

直 軸 上 の位 置 がbyに よ って は表 せ な い とい う一 般 化 を支 持 して い る。

(4) a. A robot submarine is deployed near the sea  floor,.... 
   b. Firstly, two new species of benthic foraminifera - simple animals that live near the 

       sea floor - appeared. 
    c. Right now, England's near the bottom of the table when it comes to five-year cancer 

       survival rates.

も うひ とつ の 事 例 と し てaverageと い う語 を見 よ う。 こ の 語 は 、 above averageあ る い はbelow

averageと い う表 現 が 示 す よ うに 、垂 直 軸 を心 に 呼 び 起 こ して 、そ の 軸 上 に平 均 値 を指 定 す る。そ の

上 でaboveとbelowは 、 （5a, b）の よ う に、 そ れ ぞ れ 平 均 値 の 上 と下 の位 置 を指 定 す る。 〈平 均 値 近

く〉 を表 す と き に は、 （5a, c, d）の よ う に、 averageはnearと 結 び つ い てnear averageと い う表

現 を生 み 出 す 。と ころ が 、これ と同 じ意 味 を表 す た め に ＊by averageを 使 う こ と は な い と思 わ れ る。

使 用 例 と して こ の 表 現 を見 出 す こ とは で き な い か らで あ る。 この こ と も、 垂 直 軸 上 の 近 接 関 係 に は

byが 用 い られ な い とい う一 般 性 の 現 わ れ あ る と考 え られ る。

(5) a. Met Office said it expected above or near  average rainfall for the rest of the



summer....P• b. Temperatures were below average. 

c. Daytime maximum temperatures were generally near average across the  UK,.... 

d. Near-average rainfall in  April improved water supplies in the South East....

 こ こ まで は、前 置 詞byの 使 用 が水 平 面 上 の 関係 に限 られ る こ と を見 て き た。 それ で は 、水 平 面 上

の 関 係 で あ れ ば どの よ うな 場 合 で もbyを 用 い る こ とが で き る の で あ ろ うか 。答 え は否 で あ る。byは

nearに 比 べ て使 用 上 の 制 約 が 厳 しい 。この こ と もbyをnearと 比 較 す る こ と に よ っ て観 察 して み よ

う。

 第 一 に 、nearが そ の 目的 語 と して 形 の 無 い場 所 を表 す 語 を と り う るの に対 して 、byは 目的 語 に何

らか の形 を表 す 語 を要 求 す る。 た と え ば、nearに はhome, centre, scene, siteを 目 的語 とす る使 用

例 が あ る の に 対 し て、byが 場 所 を表 す 際 に これ らの 名 詞 を 目的 語 に す る例 は見 つ か らな い 。す なわ

ち 、 （6a）の よ う にnear the home of.....:は 用 い られ て も、 nearをbyに 替 えた ＊by the home of.....

とい う句 が 用 い られ る こ と は な い 。homeと い う語 は、 houseの よ う に具体 的 な建 物 を表 す の で は な

く、家 庭 生 活 の 中心 と な る所 を表 す の で 、この語 か ら家 の 形 が 見 えて くる こ とは な い。center, scene,

siteに つ い て も、これ ら は、あ る種 の位 置 を表 す語 で あ り、そ の位 置 に特 定 の形 はな い とい う こ とが

で き る。 これ ら につ い て も、byを 用 い た ＊by the centre／scene／site ofと い う場 所 表 現 は用 い ら

れ な い。 （た だ し、移 動 の経 路 の 用 法 が あ る こ と は、 第3節 で 見 る。） （6）に はnearと 名 詞 の 組 み合

わ せ を2例 ず つ 挙 げ る 。

(6) a. The accident happened near the home of Nathan Gault's uncle, Gordon Cutler. 
   b. Divers searched a lake near the home of Jude Richmond. 

    c.  ...the crowds gathered near the centre of the city.... 

    d. But the marina is not near the centre of the town ;.... 
    e. He lived and worked near the scene of the attack.... 

   f. A number of casualties were treated near the scene, while some were airlifted to 
      hospital. 

   g. I work in a university near the site of the accident. 
    h. Angry crowds gathered near the site of the  explosion,....

 上 の語 以 外 に も、 形 の無 い 場 所 を表 す 語 と して はcity, town, villageが あ る。 これ ら は、 い ず れ

も人 が 集 まっ て 暮 らす 所 を表 して い る の み で 、 そ の 場 所 の 形 は 問題 に は な らな い 。 どの よ う な形 を

して い て も、町 は町 、村 は村 で あ る。これ ら は、nearの 目的 語 とな っ て 、（7）の よ う にnear the city／

town／villageと い う句 を作 る。

(7) a. His grandparents were living near the city at the time. 
    b. We used to live near the  town,.... 

   c. Mr Grant, who lives near the village, is a big fan of the project.

しか し、これ らがbyの 目的 語 に な っ て 町 の 付 近 や村 の付 近 を指 示 す る句 を作 る こ と は な い。た とえ

ぼ 、 （7）と同 様 の動 詞liveをbyと 組 み 合 わ せ た ＊1ive／1ives／lived／living by the city／town／

villageと い う表 現 は使 用例 中 に 見 出 す こ とは で き な い3。



 一 方 、byの 目的 語 とな る名 詞 と して は、sea, river, windowが あ る。これ ら は場 所 を表 す 句by the

sea／river／windowと して 、い ず れ も用 い られ て い る 。 こ こで 、これ らの 名 詞 が 形 の あ る もの を指

し示 す と考 え る理 由 は 、seaに つ い て は、陸 地 か ら海 を 見 た と き に海 岸 線 が 海 の 形 を描 い て い る と考

え るか らで あ る。 この場 合 、 ど こか ら海 を見 て い るか が 重 要 で あ り、by the seaが 示 す 位 置 を認 識

す る人 は 陸 地 に い て海 を眺 め 、 海 と陸 の 境 界 線 を認 識 し た 上 で 、 そ の線 付 近 の 陸 上 にby the seaが

指 定 す る位 置 を定 め て い る。 つ ま り、 場 面 を認 識 す る人 の 位 置 を 「視 座 」 と呼 べ ば 、byの 視 座 は 、

海 と陸 を見 下 ろ す 上 空 に あ る の で もな く、海 上 に あ る の で もな く、海 の見 え る 陸 上 に あ るの で あ る。

ま た 、riverに つ い て も同 様 に 川 岸 が 川 の外 形 を構 成 す る と考 え る 。 by the riverが 示 す 位 置 を認 識

す る人 は 、 陸 に い て 川 を 眺 め て 、 川 岸 の 陸 上 にby the riverの 位 置 を定 め て い る。 windowは 、 典

型 的 に は建 物 の壁 に あ る 開 口部 で あ り、そ の 内 側 と外 側 を仕 切 る 面 が 部 屋 の 形 の 一 部 とな っ て い る。

by the windowが 示 す 位 置 を認 識 す る人 は、 部 屋 の 中 か ら窓 を 見 て い て 、 そ の 視 座 か ら、 窓 の 内側

つ ま り窓 辺 を そ の位 置 と認 め て い る。そ れ に 対 して 、nearに つ い て は 、形 に関 す る制 約 が 無 い の で 、

形 の 無 い もの も有 る もの も目 的 語 に な りう る。 した が っ て 、 これ らの 名 詞 が 目 的 語 に な っ て 、near

the sea／river／windowと い う表 現 が 用 い られ る。っ ぎ に 、これ らの 名 詞 を 用 い たbyとnear両 方

の使 用 例 を示 す 。

(8) a. I live by the sea and I was on the beach last week.... 
   b. You can just sit back by the river and relax. 

   c. I was lucky enough to get a seat by the window overlooking the right wing. 

(9) a. I live near the sea, but don't complain of the cold sea  air,.... 
   b. I feel sorry for the people living near the river. 

    c. Then, someone near the window said that the WTC was on fire.

 そ れ で は、 ど ち らの 前 置 詞 も許 さ れ る場 合 に は 、2つ の句 が 全 く同 じ意 味 に な る の で あ ろ う か 。

by the windowとnear the windowは どの よ うな 場 合 に で も交 換 して 使 え る の で あ ろ うか 。 この

問 い に対 す る答 え も否 で あ ろ う。 しか し、 目的 語 がsea, river, windowの 場 合 に は 、 使 用 例 か らは

2つ の前 置 詞 の相 違 が 見 出 し に くい の で 、こ こで は比 較 の しや す い1akeが 目 的 語 に な っ て い る事 例

を取 り上 げ る。結 論 を先 に述 べ る と、by the lakeは 具 体 的 に 目 に 見 え る場 面 を表 す の に対 し て 、near

the lakeに は具 象 性 に関 す る 制 約 は な い 。初 め にby the lakeの 例 （10）を観 察 し よ う。（10）のby the

lakeが 表 す 場 所 に位 置 づ け られ る物 事 は 、あ る意 味 で 具 象 的 で あ る 。（10a）の ピ クニ ッ ク をす る こ と

と （10b）の 花 を置 くこ と は、 人 が 身 体 を 用 い て 行 う活 動 あ る い は 行 動 で あ る。 （10c）の 夏 の別 荘 と

（10d）の 船 小 屋 は、建 物 とい う具 体 物 で あ る。 これ らの 物 事 は 、あ る湖 の 岸 辺 に位 置 づ け られ て 、具

体 的 な 場 面 と して 見 え て くる よ う に描 か れ て い る 。 これ らの 例 を理 解 す る際 に 、 描 か れ た 場 面 を認

識 す る人 の 位 置 、 っ ま り視 座 は、 湖 を見 渡 せ る湖 畔 に あ る。 そ の位 置 か ら、 個 々 の 活 動 や 建 物 が 具

体 的 に 見 え る よ う に表 現 が 理 解 され て い る。

(10) a. Seven years ago you could have had a picnic right by the lake. 
   b. Organisers said hundreds of people had left flowers by the lake where Diana is 

      buried. 
    c.  ...he is still away in her summer house by the lake. 

    d.  ...this is the boathouse by the lake on the 11th....



 上 のbyの 例 とは対 照 的 に 、 nearを 用 い た （11）のnear the lakeが 表 す場 所 を 占 め る物 事 は、抽 象

的 で あ る。 （11a）の 何 百 万 人 もの 中 国 人 が 住 む こ と、 （11b）の複 数 の 地 域 、 （11c）の 最 大 の 都 市 、 （11

d）の 環 境 に対 す る脅 威 は 、湖 畔 を見 渡 せ る位 置 に立 つ 人 の視 座 か ら具 体 的 に見 え る事 物 で は な い。

これ ら の事 物 は 、 湖 畔 に 身 を置 い て 見 る対 象 で は な く、 遥 か に 離 れ た上 空 か ら、 あ る い は 、地 図 上

の配 列 を見 る こ と に よ っ て 認 識 され る対 象 で あ る。 も ち ろ ん 、near the lakeに は、 （12a）の よ うに 、

一 家 族 が か つ て住 ん で い た こ と
、 あ る い は （12b）の よ う に一 人 の運 転 手 が 一 人 の 女 性 を 見 た こ と な

どの よ う に具 体 的 な 事 態 を位 置 づ け る場 合 もあ る。この よ う な例 を見 る と、nearとbyの 区別 が 難 し

くな る。 しか し、near the lakeに は、 （11）の よ う な言 わ ば 巨視 的 な 例 が 現 れ る の に対 して 、 by the

lakeに は （10）の よ う な認 識 す る人 物 の 身 の丈 に あ った 場 面 が描 か れ る の が 普 通 で あ る。

(11) a. Millions of Chinese live near the lake or in its flood plain. 
   b. Diseases like sleeping sickness and malaria have increased in the areas near  the 

       lake. 

    c.  ...Irkutsk - the biggest city near the lake. 
   d. A project to reduce the environmental threat near the lake has reportedly attracted 

      foreign funding. 

(12) a. Our family used to live right near the lake and we would hear jet skis at  11pm! 
   b. A driver saw a woman near the lake.

 つ ぎ に、byとnearの も うひ とつ の相 違 を記 そ う。 そ れ は、 nearが 程 度 の あ る概 念 を表 す の に対

して 、byに は程 度 の概 念 が 無 い と思 わ れ る こ とで あ る。nearは 、（13）の 例 の よ うに程 度 の 副 詞very,

too, soに よ っ て修 飾 され て 、 very near the seaやtoo near the seaと い う表 現 を作 る。 と こ ろが 、

nearをbyに 置 き換 え た ＊very by the seaや ＊too by the seaと い う場 所 表 現 が 使 用 され る こ と は

な い 。た だ し、 （14）の よ う にrightは 、 nearもbyも 修 飾 す る こ とが で き る。 この よ うに 、前 置 詞by

に は程 度 の 副 詞 が 付 か な い こ とは 、byに は程 度 の概 念 が な い こ と を示 唆 して い る。

(13) a. I live very near the sea, so I had plenty of time to get used to boats. 
   b. She was also frightened of going too near the sea. 

   c. One hundred and fifty million years ago, Svalbard was not so near the North Pole, 

(14) a. You're going to see us competing right near the front at every race from now  on,.... 
   b. I've got a lovely apartment right by the beach overlooking the sea.

 さて、以上の観察を要約す ると次のようになる。 （a）byは水平面上の位置 を表わすのに対 して、

nearは 水平 ・垂直に関わ りな く近接性 をあらわす。 （b）byは目的語 として形のあるものを表す語 を

とるのに対 して、nearは 形の有無に関わ らない。（c）byは具体的に目に見 える場所を表すのに対 し

て、nearに は具体性の制約はない。（d）byには程度の概念が無いのに対 して、 nearに は程度の概念

がある。

3.byとnearの 本質的な意味

 これまでに観察したことを踏 まえて、byとnearの 本質的意味 を記してみよう。ここでは、前置詞



の意味 には、つぎのような一般性があるという前提で記述 を試みる。前置詞 は、ある特定の構造 を

持つ空間をべ一スとして選択 し、その空間の中に区域 または方向を指定する。（この一般化 を擁護す

る議論 はここでは行わないので、詳細は嶋田 （2008）を参照されたい。）この一般化 によると、 よく

似た意味を持つ2つ の前置詞の相違が、べ一ス （すなわち前提 となる空間）の相違 として捉 えられ、

byとnearの 相違 もべ一スとして認識 される空間の相違 とい うことになる。

 （15）nearの 意味

    nearは 、1つ の ものに向かう方向をべ一スとして選択 し、その終点付近 を区域 として指定

    する。

 （16）byの 意味

    byは 、人の生活する空間をべ一スとして選択 し、そこに見えるものの傍を区域 として指定

    する。

 この ように2つ の前置詞の意味 を設定すると、上で観察 した相違点が意味構造上の相違 として明

瞭になる。nearが 選択する空間は、 byが 選択する空間 と比べれば抽象的である。（15）の定義によれ

ば、nearは 、方向を定めるための基準 を1つ 選び、そこに向か う方向をべ一ス として選択する。し

たがって、nearの 目的語 となるものは、方向の終着点であれば十分であり、大 きさや形は問題 とは

ならない。しか も、選択される方向は、基準物 に向かえばよいのであるから、水平で も垂直で もよ

いことになる。さらに、nearの 定義 （15）は、本来抽象的であるので、様々な尺度 の空間に当てはめ

ることができる。また、nearが 、程度副詞very, too, soに よって修飾 され うる程度概念であること

は、nearが 方向を選択することによって説明されることになる。方向 という概念 には、比較す るこ

とが内在する （嶋田 （2008: 88-84））。nearは 、基準物か ら離れた所か らその基準物 に向かう方向を

選択するのであるから、その方向上 には 〈より近い〉 という程度の概念が存在 する。

 byの 意味はnearに 比べて具象的である。（16）に設定 したbyの 定義によれば、 byは 人 の生活す る

空間を選択することになる。 この空間は、認識する人 自身の身体 をその中に置いて、そ こから観察

できる空間である。しかも、その空間の中にあるものを基準 にして、その傍 らに区域 を指定するの

であるから、byの 目的語は、形が目に見 える具体物 となり、その傍 らに指定 される区域 にも具体物

に相応する広が りが想定 される。区域が基準物の傍 らにあるということは、当然、基準物 と区域は

水平面上の関係になる。 また、byに はvery, too, soと い う程度副詞が付かないことは、（16）のby

の定義が空間の一部 としての区域 を指定するのであって、方向を指定するのではないことによって

説明することになる。byは 、 nearの ように基準物 に〈近い〉ところを表すのではな く、基準物の〈傍

ら〉すなわち、その 〈側面 に接する〉区域 を指定する。 したがって、byの 意味には、程度の概念が

存在 しない。

 今 までは、byとnearが 最 も単純な文脈に現れる場合 に限って考察してきた。ここでは、移動の文

脈 に現れ る前置詞の解釈に目を向けてみ よう。第2節 の冒頭で言及 したLindstromberg（1997:

141-142）による2つ の観察の一方が まだ残っている。彼によれ ば、 （17）の文 中のgo near the win-

dowに は、 near the windowを 到着点 とする解釈 しかないのに対 して、 byを 用いたgo by the

windowに は、 by the windowを 到着点 とす る解釈 に加 えて、通過点 とす る解釈 もあるという。

(17) I want to go by / near the window. = (3)

こ の相 違 は 、（15）と （16）の 定 義 の 違 い か ら説 明 す る こ とが で き る。near the windowの 場 合 は 、near



が 選 択 す る の はthe windowを 終 着 点 とす る方 向 で あ る。 ひ とつ の 方 向 に は、 出発 点 か ら終 着 点 へ

と向 か う1次 元 的 な広 が り しか な く、 た と え ば、 そ の 次 元 と直 交 す る広 が りは そ の 方 向 を構 成 す る

要 素 で は な い 。 しか も、 どの 出 発 点 か ら見 て も、 特 定 の 終 着 点 に 向 か う方 向 は1つ しか な い。 した

が って 、go near the windowに は、1つ の 解 釈 しか な い こ とに な る。そ れ に対 して 、 by the window

は 、 生 活 空 間 の 中 の 区域 を指 定 す るの で 、 この 区 域 に は3次 元 的 な 広 が りが 認 識 さ れ て い る。 した

が っ て 、 そ の 区域 は、 移 動 の到 着 点 と解 釈 す る こ と も、他 の 場 所 に行 く際 の 通 路 とな る区 域 と解 釈

す る こ と も可 能 で あ る。

 （16）に示 したbyの 本 質 的 意 味 を設 定 す る 際 に 、 そ の 目的 語 が 形 の あ る も の を 指 示 す る と い う観

察 が 重 要 な役 割 を果 た して い た 。 （6）と （7）に例 示 した よ う に、 前 置 詞 がnearで あ れ ば、 目的 語 に

home, centre, scene, site;city, town, villageを と る こ とが で き る けれ ど も、 前 置 詞 がbyの 場 合 に

は、 これ らの 名 詞 を 目的 語 にす る使 用 例 が 見 出 せ な い 。 この こ とに拠 っ て 、byは 形 の あ る もの に基

づ い て 区域 を指 定 す る と考 えた の で あ る。 と こ ろが 、 この 観 察 は、 物 が 存 在 す る場 所 や 出 来 事 が 生

じ る場 所 とい う、 い わ ば 、 純 粋 な場 所 を表 す場 合 に 限 られ て お り、移 動 の 概 念 が 動 詞 に よっ て 与 え

られ る文 脈 で は、byの 目 的 語 が 形 の無 い 場 所 を表 す こ とが あ る。つ ぎ の例 群 にお い て は 、動 詞drove,

passedが 移 動 の 意 味 を与 え て 、 byは 移 動 の経 路 が 通 過 す る場 所 を 表 し て い る と言 っ て よ い で あ ろ

う。byの 目 的語 はarea, scene, site, villageで あ り、 いず れ も形 を限 定 で き な い場 所 を表 し て い る。

この こ とは 、byの 本 質 的 意 味 と して提 案 した （16）の仮 説 に疑 問 を投 げ か け る。

(18) a.  ...I drove by the area where the events  happened,.... 
    b. Jim Harrison, who drove by the scene earlier,  said:.... 

 c.  ...,  whose motorcade passed by the site of the explosion about 30 minutes earlier. 
   d. From the banks of the river, we watched as a line of six small Nigerian navy patrol 

      boats passed by the  village,....

 しかし、ここでは、（16）の定義を変えるのではな く、移動の文脈で前置詞byの 意味が果たす役割

が変 えられるのだ と考 えることにする。前置詞の意味 とは、ある特定の空間を選択 して、 その中に

区域 または方向を指定することであるという一般化を前提 としてbyとnearの 意味 を仮定 してき

た。つまり、前置詞自体 には、時間的変化の意味はなく、単純 な空間的図式の意味だけがあると考

えてきた4。（18）におけるby the areaな どの表現が移動の経路 として解釈 され、その際にbyの 目

的語の指示物に形が要求 されなくなった としても、それはby自 体 の問題ではな く、むしろ、移動 と

いう概念の問題 として解決できるであろう。

4.お わりに

 以上で、byの 意味をnearの 意味 と比較 しなが ら設定する作業 をひ とまず終える。もちろん、これ

でbyに ついて考 えるべ きことを全て考え尽 くしたわけではない。それ どころか、どの学習辞典 を見

てもわかるように、上で、提案 したbyの 意味は、辞典のbyの 見出 し中にある20項 目ほどの語義の

1つ 〈…のそばに〉あるいはbeside or near somethingを 詳 しく表現 し直したものにすぎない。 し

たがって、 この記述 を用いるだけでは、直接的に他の語義を理解することはできない。

 しかし、本論で描 き出 したbyの 意味は、空間的かつ身体的な用法か ら導き出されたものであるか

ら、byの 本質的な意味を捉えていると考 えることができる。今後の目標 は、この意味 を他の様々な

用法 と結びつけることによって、用法 と用法の関係を明瞭に理解することである。たとえば、場所



を表 す 用 法 （Ilive by the sea.） と移 動 の 通 路 （He passed by the window.） や 経 路 （He came in

by the back door.） を 表 す 用 法 の 関 係 を理 解 す る こ と、 さ らに は 、 行 為 者 （The book was written

by Mary.） 、 身 体 の部 分 （I caught him by the arm.） 、 程 度 （I am older than Sue by two years.）

な どの 互 い に か け 離 れ た よ うに 見 え る用 法 が な ぜ 同 一 の 語byに よ っ て 表 さ れ る の か を理 解 す る こ

とが 目標 と な る。

 お そ ら く、 これ ら の 多様 に見 え る 用 法 を つ な ぐ手 が か りは 、 移 動 の概 念 とそ の 比 喩 的 用 法 で あ ろ

う。前 置 詞by自 体 の 意 義 が 多 義 的 で あ る と考 え る の で は な く、byの 意 味 は1つ の 空 間 的 図 式 で あ る

と考 え て み よ う。byは 、移 動 の 文 脈 で 用 い る こ と に よ っ て経 路 の 用 法 が 生 じ、 さ ら に、 移 動 の概 念

が 様 々 な 抽 象 的領 域 に適 用 さ れ て 多 くのbyの 用 法 が 生 じ た と考 え れ ば 、byの 多 義 性 は、移 動 の 概 念

と抽 象 的概 念 領 域 に分 けて 理 解 す る こ とが で き る。 多 様 な 用 法 に対 して 、 何 らか の もの が 抽 象 的 に

移 動 す る とい う概 念 化 を認 め る こ とが で き れ ば、byの 分 断 さ れ た 語 義 を1つ に 綴 り合 せ る こ とが で

き る で あ ろ う。

 注

  1.意 味 関係 を捉 え るた めに 中心 的意 義 と派 生 的意 義 の関 係 を丁 寧 に記 述 した辞 書 と して、瀬 戸 （2007）

   が あ る。

  2.意 味構 造 がべ 一 ス とプロ フ ァイル の組 み合 わ せ として成立 す る こ とは、Langacker（1987） を参 照 。

   前置 詞 の意 味構 造一 般 とabove, over, up, atの 意 味 につ いて は、 嶋 田 （2008） を参 照 。 forとtoの

   意味 の対 比 は、 嶋 田 （2009） を参 照 。

  3.『 ジ ーニ アス英 和 大辞 典 』はbyの 語 法 と して 、「地名 の前 にbyは 使 わ ない:He was born in a town

   near［ ＊by］London.」 と記 して い る。 この記述 は、 byの 目的語 と してcity, town, villageが 来 る

    こ とはな い とい う一般 化 の事 例 に な る と考 え られ る。

  4.前 置詞 の意 味 が非 時 間的 （atempora1） で あ る とい う考 え方 は、 Langacker（1987） お よびTyler and

   Evans（2003） を参 照 。
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